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０
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井
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井

井

寺

井

井

井

井

井

中
学
校
へ
の
設
置

ウオーター
ク ー ラ ー
時
期
等
の
周
知
を

漆
原
議
員

中
学
校
へ
の

ウ
オ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
設
置

に
つ
い
て
は
、

年
度
に
８

校
、

年
度
に

校
を
予
定

し
て
い
る
と
い
う
が
、
各
校

に
時
期
等
を
周
知
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
設
置
後

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
聞
く
。

森
澤
総
合
教
育
部
長

年

月
に
開
催
予
定
の
校
長

会
等
を
通
じ
、
各
校
に
設
置

年
度
等
の
周
知
を
図
る
。
ま

た
、
す
で
に
設
置
さ
れ
た
分

と
あ
わ
せ
、
教
育
委
員
会
で

委
託
契
約
を
締
結
し
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

大
雨
警
報
等
で
の
休
校

家
庭
へ
の
連
絡
方
法
は

漆
原
議
員

新
た
に
大
雨

警
報
等
の
際
も
小
・
中
学
校

を
臨
時
休
校
と
す
る
措
置
を

講
じ
る
と
い
う
が
、
警
報
解

除
の
時
間
で
取
り
扱
い
が
異

な
り
、保
護
者
不
在
の
場
合
、

小
学
校
低
学
年
の
児
童
だ
と

判
断
が
難
し
い
。
家
庭
へ
の

連
絡
方
法
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

荻
野
学
校
教
育
部
次
長

新
た
に
追
加
し
た
大
雨
警
報

等
を
含
め
、
非
常
変
災
時
の

家
庭
へ
の
連
絡
方
法
等
の
課

題
に
つ
い
て
、
状
況
を
把
握

し
、
検
証
、
改
善
に
努
め
る
。

避
難
所
の
開
設
基
準

市
民
に
丁
寧
な
説
明
を

丹
生
議
員

台
風

号
の

際
と
違
い
、

号
の
際
は
全

１
次
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
。

そ
の
判
断
は
適
切
と
考
え
る

が
、
暴
風
被
害
に
備
え
た
避

難
所
の
開
設
基
準
を
聞
く
。

な
お
、
開
設
基
準
は
、
災

害
の
種
類
や
大
き
さ
で
異
な

る
た
め
、
市
民
に
丁
寧
な
説

明
を
要
望
す
る
。

石
田
市
民
安
全
部
長

暴

風
被
害
は
自
宅
避
難
を
基
本

と
し
、
開
設
基
準
は
特
に
定

め
て
い
な
い
が
、

号
の
際

は

号
の
際
の
経
験
を
踏
ま

え
、全
避
難
所
を
開
設
し
た
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
支
援
事
業
の
拡
充
を

丹
生
議
員

年
４
月
に

開
設
予
定
の
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
障
害

児
相
談
支
援
事
業
の
対
象
や

年
齢
を
拡
大
す
る
よ
う
要
望

し
て
き
た
が
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
療
育
の
向
上
と
と

も
に
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

総
合
的
な
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
整
備
を
要
望
す
る
。

杉
浦
子
ど
も
青
少
年
部
長

年
齢
を
含
め
、
対
象
を
通

園
児
以
外
の
児
童
に
も
拡
大

し
、
成
長
段
階
に
応
じ
て
一

貫
し
た
支
援
が
で
き
る
よ
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
。

地
域
要
望
に
こ
た
え
て

防犯カメラ
更
新
に
あ
わ
せ
増
設
を

大
地
議
員

順
次
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
整
備
が
進
め
ら
れ

た
が
、
台
数
に
制
限
が
あ
っ

た
た
め
、
増
設
を
望
む
地
域

の
声
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て

い
る
。
以
前
に
設
置
し
た

カ
ー
ド
式
防
犯
カ
メ
ラ
を

無
線
通
信
式
に
切
り
か
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
機
会
に

増
設
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

石
田
市
民
安
全
部
長

防

犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
お
り
、
ま
ず

は
適
切
な
台
数
、設
置
場
所
、

運
用
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

木
造
住
宅
の
屋
根
軽
量
化

耐
震
改
修
補
助
の
対
象
に

大
地
議
員

大
阪
北
部
地

震
で
は
屋
根
瓦
の
落
下
が
多

か
っ
た
が
、
屋
根
を
軽
い
部

材
に
変
え
れ
ば
耐
震
性
が
上

が
り
、
周
囲
に
与
え
る
危
険

性
も
軽
減
す
る
。
そ
こ
で
、

市
民
負
担
の
大
き
い
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
設
計
を
要
し

な
い
屋
根
軽
量
化
工
事
を
、

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助

の
対
象
に
加
え
て
は
ど
う
か
。

白
石
都
市
整
備
部
長

屋

根
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、

耐
震
改
修
の
手
法
や
補
助
額

を
含
め
た
補
助
の
あ
り
方
な

ど
の
課
題
整
理
を
行
い
、
制

度
化
に
向
け
て
検
討
す
る
。

企
業
と
連
携
し

ひとり暮らし
高 齢 者
見
守
り
の
仕
組
み
を

堀
井
議
員

本
市
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
が
２
万
１

０
０
０
人
と
推
計
さ
れ
る
中
、

そ
の
見
守
り
体
制
が
不
十
分

と
考
え
る
。
高
齢
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や

企
業
と

連
携
し
、
見
守
り
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

坂
田
長
寿
社
会
部
長

同

セ
ン
タ
ー
と
は
、
日
ご
ろ
か

ら
連
携
・
協
力
を
深
め
、
必

要
な
情
報
を
共
有
し
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

機
器
等
の
開
発
状
況
を
注
視

し
、
よ
り
効
果
的
な
仕
組
み

を
多
角
的
に
検
討
す
る
。

道
の
駅
の
創
設
に

向
け
取
り
組
み
を

堀
井
議
員

以
前
か
ら
道

の
駅
の
創
設
を
要
望
し
て
き

た
が
、進
捗
が
見
ら
れ
な
い
。

関
係
部
署
が
複
数
に
ま
た
が

る
と
し
て
も
、
創
設
に
向
け

て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
く
。

山
下
副
市
長

道
の
駅
は

多
く
の
機
能
を
有
し
た
施
設

で
あ
る
た
め
、
道
路
管
理
者

や
外
部
の
関
係
団
体
、
近
隣

自
治
体
と
の
連
携
・
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

王
仁
公
園
プ
ー
ル

存
続
に
向
け
検
討
を

広
瀬
議
員

王
仁
公
園
プ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
存
廃
を

含
め
、
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
と
い
う
が
、
今
後
の

検
討
方
法
等
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
低
廉
で
安
心
し
て

利
用
で
き
る
公
共
プ
ー
ル
と

し
て
の
存
続
を
要
望
す
る
。

松
本
土
木
部
長

施
設
の

老
朽
化
で
大
規
模
改
修
が
必

要
と
な
り
、
今
後
、
存
廃
や

手
法
等
の
導
入
も
含

め
、
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、

年
度
内
を
目
標
に
方
向
性

を
示
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
で
広
く
意
見
を
求
め
る
。

教
材
な
ど
の
重
い
携
行
品

児
童
・
生
徒
へ
の
配
慮
を

広
瀬
議
員

近
年
、
教
材

等
が
充
実
し
、
児
童
・
生
徒

の
携
行
品
が
重
く
な
っ
て
い

る
。
酷
暑
が
続
く
と
、
登
下

校
中
の
熱
中
症
が
心
配
だ
が
、

本
市
に
お
け
る
ラ
ン
ド
セ
ル

の
重
さ
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

荻
野
学
校
教
育
部
次
長

携
行
品
の
量
や
重
さ
は
、
登

下
校
時
の
負
担
と
と
も
に
、

家
庭
学
習
の
視
点
も
踏
ま
え
、

各
学
校
で
配
慮
し
て
い
る
。

各
学
校
で
の
携
行
品
に
つ
い

て
は
、
今
後
調
査
を
行
い
、

実
態
を
把
握
し
、
必
要
に
応

じ
て
適
切
な
配
慮
を
行
う
。

情
報
を
引
き
継
ぎ

発達障害児

一
貫
し
た
支
援
を

岡
沢
議
員

発
達
障
害
児

へ
の
支
援
で
は
、
就
学
等
の

際
に
支
援
情
報
が
う
ま
く
引

き
継
が
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、

現
在
の
制
度
や
施
策
で
は
不

十
分
と
考
え
る
。他
市
で
は
、

福
祉
・
教
育
分
野
で
個
別
支

援
計
画
の
書
式
を
統
一
し
、

関
係
機
関
で
情
報
共
有
す
る

電
子
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
例
も
あ
り
、
本
市
で
も

こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

阪
本
福
祉
部
長

書
式
の

統
一
や
シ
ス
テ
ム
化
で
支
援

効
果
も
向
上
す
る
と
考
え
る
。

今
後
、
先
進
事
例
も
参
考
に

調
査
、
研
究
に
取
り
組
む
。

委
員
会
等
を
設
置
し

全
入
札
の
常
時
監
視
を

岡
沢
議
員

入
札
予
定
価

格
を
漏
え
い
し
た
と
し
て
元

職
員
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
最

低
制
限
価
格
と
ほ
ぼ
同
額
の

落
札
工
事
は
多
い
。
他
に
関

与
し
た
職
員
は
い
な
い
の
か
。

な
お
、
す
べ
て
の
入
札
を

常
時
監
視
す
る
委
員
会
等
の

設
置
を
要
望
す
る
。

伏
見
市
長

こ
れ
ま
で
の

捜
査
で
は
、
他
の
職
員
の
関

与
は
な
い
。
今
後
、
第
三
者

委
員
会
で
の
検
証
を
踏
ま
え
、

再
発
防
止
に
取
り
組
む
。

高
陵
小
学
校
の
法
面

安
全
性
の
確
認
を

大
森
議
員

中
宮
北
小
学

校
は
、
法の
り

面め
ん

の
あ
る
高
陵
小

学
校
の
敷
地
に
統
合
予
定
で

あ
り
、
保
護
者
か
ら
心
配
の

声
が
あ
る
。
数
値
を
含
め
、

法
面
の
安
全
性
の
科
学
的
根

拠
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、
学
校
統
合
に
伴
う

保
護
者
や
地
域
の
意
見
に
誠

実
に
対
応
し
、
課
題
解
消
に

努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

森
澤
総
合
教
育
部
長

過

去
に
な
い
震
度
の
地
震
発
生

を
踏
ま
え
、
よ
り
一
層
の
安

全
性
確
認
の
た
め
、
土
質
調

査
の
実
施
を
検
討
す
る
。

発
達
障
害
児
の
早
期
療
育

保
護
者
に
適
切
な
助
言
を

大
森
議
員

発
達
障
害
児

の
早
期
療
育
の
た
め
、
保
護

者
が
適
し
た
事
業
所
を
見
つ

け
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

市
と
し
て
各
事
業
所
の
特
色

等
を
把
握
し
、
保
護
者
に
助

言
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、
保
護
者
が
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
す
る
前
提
と
し
て
、

発
達
障
害
の
特
性
等
を
学
ぶ

機
会
の
提
供
を
要
望
す
る
。

阪
本
福
祉
部
長

現
在
、

市
内
事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
お
り
、今
後
、

把
握
し
た
活
動
内
容
を
踏
ま

え
、適
切
な
助
言
に
努
め
る
。

保
育
士
確
保
と
離
職
防
止
に

向
け
た
具
体
的
な
方
策
を

松
岡
議
員

私
立
幼
稚
園

で
２
歳
児
の
受
け
入
れ
が
始

ま
っ
て
お
り
、
保
育
の
質
を

確
保
す
る
た
め
、
保
育
士
の

配
置
が
必
要
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
保
育
士
確
保
や
離
職

防
止
に
向
け
、
他
市
が
す
で

に
行
っ
て
い
る
奨
学
金
返
済

額
の
軽
減
等
の
方
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

な
お
、
現
在
作
成
中
の
就

学
前
の
教
育
保
育
施
設
の
あ

り
方
に
係
る
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
、
公
立
保
育
所
の
民
営

化
な
ど
に
関
し
て
、
従
来
の

方
針
に
と
ら
わ
れ
ず
取
り
組

む
と
い
う
が
、
何
度
も
審
議

を
重
ね
て
策
定
し
た
保
育
ビ

ジ
ョ
ン
や
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
、
市
立
幼
稚
園
の
運
営

配
置
実
施
計
画
等
、
こ
れ
ま

で
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
と
そ

の
成
果
を
踏
ま
え
、
関
連
性

や
継
続
性
を
持
た
せ
た
プ
ラ

ン
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

杉
浦
子
ど
も
青
少
年
部
長

他
市
の
保
育
士
確
保
と
離

職
防
止
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
方

策
の
実
施
を
検
討
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
市
内
事
業
者
へ
の
直
接
支

援
で
地
域
経
済
活
性
化
を

○
よ
り
一
層
具
体
的
な

支
援
策
の
実
施
を

東
部
公
園
駐
車
場

満
車
時
の
対
策
を

中
武
議
員

東
部
公
園
は

市
街
地
か
ら
離
れ
て
い
る
た

め
、
自
家
用
車
で
訪
れ
る
人

が
多
い
。
週
末
は
駐
車
場
が

満
車
に
な
る
と
聞
く
が
、
ど

の
よ
う
な
現
状
な
の
か
。

な
お
、
同
公
園
は
、
今
後

も
多
く
の
市
民
の
利
用
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急

な
対
策
の
検
討
を
要
望
す
る
。

松
本
土
木
部
長

計

台

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
が
、

野
球
場
以
外
に
も
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
や
大
型
遊
具
の
利
用
者

が
多
い
た
め
、
週
末
の
野
球

大
会
の
際
や
時
間
帯
に
よ
っ

て
は
満
車
に
な
る
。

避
難
所
に
お
い
て

地
下
水
の
利
用
を

中
武
議
員

大
規
模
災
害

時
、
交
通
網
が
遮
断
さ
れ
、

給
水
車
が
通
行
で
き
な
い
場

合
に
備
え
、
給
水
拠
点
か
ら

離
れ
た
避
難
所
で
は
、
井
戸

を
掘
る
な
ど
、
地
下
水
の
利

用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

石
田
市
民
安
全
部
長

災

害
時
に
個
人
や
事
業
者
か
ら

無
償
で
井
戸
の
提
供
を
受
け

る
災
害
時
協
力
井
戸
の
登
録

制
度
が
あ
り
、
引
き
続
き
同

制
度
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
下
水
利
用
に
つ
い
て
も
調

査
、
研
究
を
行
う
。

開
発
区
域
に
接
す
る
市
道

歩
行
者
の
安
全
対
策
は

有
山
議
員

市
道
中
宮
星

ヶ
丘
線
と
府
道
の
交
差
点
付

近
で
宅
地
の
開
発
が
あ
っ
た

が
、
開
発
区
域
に
接
す
る
市

道
部
分
で
歩
道
が
整
備
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
早
急
に
実

施
で
き
る
安
全
対
策
を
聞
く
。

な
お
、こ
う
し
た
場
合
は
、

開
発
許
可
と
道
路
整
備
の
担

当
部
署
が
連
携
し
、
適
切
に

対
応
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

松
本
土
木
部
長

現
況
の

道
路
幅
員
内
で
安
全
な
歩
行

空
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
路

面
標
示
を
行
う
と
と
も
に
、

注
意
看
板
等
で
啓
発
す
る
。

平
常
時
に
も
役
立
つ

防
災
井
戸
の
設
置
を

有
山
議
員

大
規
模
災
害

時
に
断
水
す
る
と
、
手
洗
い

や
ト
イ
レ
に
必
要
な
生
活
用

水
の
備
蓄
が
な
い
た
め
、
深

刻
な
問
題
に
な
る
と
考
え
る
。

寝
屋
川
市
で
は
、
災
害
時
だ

け
で
な
く
、
花
壇
へ
の
散
水

等
に
利
用
で
き
る
防
災
井
戸

を
小
学
校
に
設
置
し
て
お
り
、

本
市
で
も
設
置
で
き
な
い
か
。

石
田
市
民
安
全
部
長

本

市
で
は
、
災
害
時
協
力
井
戸

制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
今

後
も
、
生
活
用
水
の
確
保
に

向
け
た
方
策
を
検
討
し
た
上

で
、
調
査
、
研
究
を
図
る
。

蹉
它
西
幼
稚
園
の
閉
園

保
護
者
へ
の
対
応
は
問
題

大
橋
議
員

蹉

西
幼
稚

園
の
閉
園
が
示
さ
れ
た
が
、

あ
ま
り
に
唐
突
で
、
保
護
者

に
は
も
っ
と
早
い
時
期
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考

え
る
。
今
後
の
保
護
者
へ
の

対
応
も
含
め
、見
解
を
聞
く
。

森
澤
総
合
教
育
部
長

事

前
に
十
分
な
お
知
ら
せ
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
、
保
護
者
に
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
誠
意
を
持

っ
て
丁
寧
に
説
明
す
る
。

大
雨
警
報
時
等
の
休
校
措
置

地
域
ご
と
の
基
準
で
判
断
を

大
橋
議
員

市
立
学
校
園

で
は
、
大
雨
警
報
時
等
に
一

律
で
臨
時
休
校
等
の
措
置
を

と
る
よ
う
改
め
た
が
、
地
域

ご
と
に
措
置
の
必
要
性
に
違

い
が
あ
る
。
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
参
考
に
、
地
域
ご
と

に
判
断
基
準
を
設
け
る
な
ど
、

運
用
を
改
善
し
て
は
ど
う
か
。

な
お
、

年
７
月
豪
雨
で

楠
葉
中
町
地
区
に
浸
水
被
害

が
発
生
し
た
た
め
、
新
た
な

対
策
の
実
施
を
要
望
す
る
。

花

学
校
教
育
部
長

学

校
園
の
非
常
変
災
時
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
状
況
を
把
握

し
、
他
市
の
状
況
も
踏
ま
え

検
証
・
検
討
し
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

導
入
を
機
に
人
材
確
保
を

大
塚
議
員

法
改
正
に
よ

り
、
会＊
７

計
年
度
任
用
職
員
の

制
度
が
導
入
さ
れ
る
が
、
本

市
で
該
当
す
る
職
種
を
聞
く
。

な
お
、
一
部
の
職
場
で
は

人
材
確
保
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
と
聞
く
た
め
、
制
度
の

導
入
を
機
に
、
こ
う
し
た
課

題
の
解
消
を
要
望
す
る
。

水
野
総
務
部
長

施
設
管

理
員
や
留
守
家
庭
児
童
会
室

の
指
導
員
な
ど
、
一
般
職
非

常
勤
職
員
や
臨
時
職
員
が
担

っ
て
い
る
職
等
が
該
当
す

る
。幼

児
療
育
園
の
跡
地
を

歴
史
文
化
の
発
信
拠
点
に

大
塚
議
員

幼
児
療
育
園

が

年
度
末
で
閉
園
と
な
り
、

そ
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
地

元
自
治
会
等
が
枚
方
宿
の
歴

史
文
化
の
発
信
拠
点
や
交
流

促
進
施
設
と
し
て
再
利
用
し
、

広
く
市
民
に
開
放
す
る
こ
と

を
要
望
し
て
い
る
。
こ
の
場

所
は
枚
方
宿
の
本
陣
跡
で
も

あ
る
た
め
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
利
用
方
法
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
方
と

今
後
の
予
定
を
聞
く
。

杉
浦
子
ど
も
青
少
年
部
長

同
園
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
庁
内
委
員
会

で
検
討
し
て
お
り
、

年
度

内
に
一
定
の
結
論
を
得
た
い
。

福
祉
避
難
所
の
課
題

対
応
方
法
を
明
確
に

藤
田
議
員

福
祉
避
難
所

は
、
本
市
と
協
定
を
締
結
し

た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

の
施
設
で
、
二
次
的
な
避
難

所
と
し
て
開
設
す
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
施
設
か
ら
示
さ

れ
た
課
題
と
し
て
、
ま
ず
、

災
害
時
、
施
設
の
利
用
者
等

が
福
祉
避
難
所
に
直
接
避
難

し
た
場
合
の
対
応
を
聞
く
。

ま
た
、
電
話
等
が
寸
断
さ

れ
、
市
側
と
連
絡
が
と
れ
な

い
場
合
の
通
信
手
段
を
聞
く
。

坂
田
長
寿
社
会
部
長

福

祉
避
難
所
は
、
１
次
避
難
所

で
の
避
難
生
活
の
継
続
が
困

難
な
人
を
対
象
と
す
る
二
次

的
な
避
難
所
で
、
直
接
避
難

で
き
な
い
取
り
扱
い
と
し
て

い
る
が
、
災
害
時
は
さ
ま
ざ

ま
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
関
係
機
関

と
協
議
し
、検
討
を
深
め
る
。

ま
た
、
連
絡
手
段
に
つ
い

て
は
、
メ
ー
ル
を
利
用
で
き

る
ほ
か
、
１
次
避
難
所
に
配

備
し
て
い
る
＊
８

無
線
を

利
用
で
き
る
と
伝
え
て
い
る

が
、
今
後
も
、
引
き
続
き
関

係
施
設
等
と
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、
連
携
を
図
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
受
動

喫
煙
防
止
対
策
の
推
進
を

○
学
童
保
育
に
民
間
サ
ー
ビ

ス
等
の
積
極
的
な
活
用
を

市
民
の
意
見
を
尊
重
し

図
書
館
分
室
の
存
続
を

手
塚
議
員

図
書
館
分
室

の
廃
止
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、

市
民
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
は
多
く
が
存
続
を
希
望

し
て
い
る
。
市
民
説
明
会
で

も
存
続
を
望
む
声
が
多
く
あ

っ
た
が
、検
討
状
況
を
聞
く
。

淨
内
社
会
教
育
部
長

東

香
里
・
釈
尊
寺
・
茄
子
作
分

室
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
地

元
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

地
域
で
本
の
あ
る
居
場
所
づ

く
り
を
行
う
施
策
へ
の
理
解

促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

香
里
ケ
丘
図
書
館
の
再
開
館

を
見
据
え
、
閉
室
の
方
向
で

見
直
し
計
画
を
策
定
す
る
。

内
部
の
規
程
に
と
ど
ま
ら
ず

公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
を

手
塚
議
員

本
市
の
公
文

書
管
理
は
規
程
に
基
づ
き
行

わ
れ
て
い
る
が
、
行
政
内
部

の
取
り
決
め
で
あ
り
、
不
十

分
と
考
え
る
。議
会
の
審
議
を

踏
ま
え
た
公
文
書
管
理
条
例

を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

水
野
総
務
部
長

国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、

年
４
月
、
文
書
取
扱
規
程
を

大
幅
に
改
正
し
た
。

年
度

か
ら
電
子
決
裁
の
導
入
を
予

定
し
て
お
り
、
先
進
事
例
を

参
考
に
、
実
情
に
適
合
し
た

ル
ー
ル
を
整
備
し
、
適
切
な

公
文
書
管
理
を
推
進
す
る
。

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

閉
園
さ
れ
る
幼
児
療
育
園

公
文
書
が
管
理
さ
れ
て
い
る

書
庫

防
災
井
戸（
寝
屋
川
市
提
供
）

新
名
神
高
速
道
路
に

ス
マ
ー
ト

設
置
を

千
葉
議
員

新
名
神
高
速

道
路
は
、

年
度
に
全
線
開

通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

市
域
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
な
い
た
め
、
ス＊
９

マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に

つ
い
て
、
見
解
を
聞
く
。

松
本
土
木
部
長

ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
要
望
を
受

け
、
国
が
示
す
設
置
条
件
を

検
討
し
た
が
、
現
時
点
で
は

満
た
し
て
い
な
い
。
本
市
と

し
て
は
、
ま
ず
、
地
域
と
の

意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、

全
線
開
通
を
推
進
し
て
い
く
。

枚
方
公
園
駅
・
府
道
間
に

都
市
計
画
道
路
の
整
備
を

千
葉
議
員

京
阪
本
線
連

続
立
体
交
差
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
枚
方
公
園
駅

周
辺
の
活
性
化
に
向
け
て
、

同
駅
か
ら
府
道
京
都
守
口
線

を
結
ぶ
新
た
な
都
市
計
画
道

路
を
定
め
る
た
め
、
都
市
計

画
審
議
会
に
計
画
案
を
諮
問

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

白
石
都
市
整
備
部
長

都

市
計
画
道
路
を
定
め
る
場
合
、

計
画
案
を
作
成
の
上
、
法
に

基
づ
く
手
続
き
を
経
て
審
議

会
に
諮
問
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

都
市
交
通
調
査
に
基
づ
く
検

討
等
に
時
間
を
要
す
る
。

防犯カメラ（写真は大垣
内町２丁目）

日
野
市
の
個
別
支
援
計
画
の

様
式

か
し
の
き
シ
ー
ト

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

受
動
喫
煙
防
止
の
観
点
か
ら

市
役
所
別
館
東
側
屋
外
に
設

置
さ
れ
て
い
る
喫
煙
所

枚方公園駅周辺

王仁公園プール

ウ
オ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

（
写
真
は
第
一
中
学
校
）

東部公園

（仮称）児童発達支援セン
ターの完成イメージ

高陵小学校付近の

法面

就学前の教育・保育施
設に係るひらかたプラ
ン （素案）

蹉 西幼稚園

＊
７

会
計
年
度
任
用
職
員

地
方
公

務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
、従
来
の
一
般
職
非
常
勤
職
員
が
会

計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
新
た
に
規
定

さ
れ
、任
用
服
務
等
が
明
確
化
さ
れ
た
。

同
時
に
、
特
別
職
非
常
勤
職
員
お
よ

び
臨
時
職
員
の
任
用
が
厳
格
化
さ
れ
た

た
め
、

年
４
月
の
改
正
法
施
行
に
合

わ
せ
、
一
般
職
非
常
勤
職
員
や
、
特
別

職
非
常
勤
職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
の
一

部
を
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す
る

必
要
が
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
期
末
手

当
の
支
給
が
可
能
。
任
期
は
一
会
計
年

度
（
４
月

翌
３
月
）
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

＊
８

無
線

複
数
の
通
信
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
多
数
の
利
用
者
が
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
電
波
の
有
効
利
用
と

利
便
性
を
実
現
し
た
デ
ジ
タ
ル
業
務
用

移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

中
継
局
が
複
数
の
通
信
チ
ャ
ン
ネ
ル

か
ら
自
動
的
に
空
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選

択
し
、
割
り
当
て
る
通
信
方
式
で
あ
る

た
め
、
多
数
の
利
用
者
が
ス
ム
ー
ズ
に

通
話
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

＊
９

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（

）

高
速
道
路
の
本
線
や
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
等

か
ら
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ

れ
る

専
用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
こ
と
。

公
明
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

大大

地地

正正

広広

大

地

正

広

民
主
市
民
議
員
団

民
主
市
民
議
員
団

堀堀

井井

勝勝

堀

井

勝

連
合
市
民
の
会

連
合
市
民
の
会

漆漆

原原

周周

義義

漆

原

周

義

未
来
に
責
任
・
大
阪
維
新
の
会

未
来
に
責
任
・
大
阪
維
新
の
会

岡岡

沢沢

龍龍

一一

岡

沢

龍

一

連
合
市
民
の
会

連
合
市
民
の
会

中中

武武

貞貞

勝勝

中

武

貞

勝

公
明
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

有有

山山

正正

信信

有

山

正

信

自
由
民
主
党
清
和
会

自
由
民
主
党
清
和
会

千千

葉葉

清清

司司

千

葉

清

司

公
明
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

藤藤

田田

幸幸

久久

藤

田

幸

久

連
合
市
民
の
会

連
合
市
民
の
会

大大

塚塚

光光

央央

大

塚

光

央

日
本
共
産
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

広広

瀬瀬

ひひ
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